■展覧会タイトル

niwa ayano
for the light surface

第８回甲南女子大学メディア祭

■展覧会情報

2017年10月29日 （日）
入場無料
会場：941教室　（甲南女子大学9号館4F）
10:00-17:00

コーディネーター
高尾俊介，水野勝仁
（甲南女子大学文学部メディア表現学科講師）


映像再生システム：時里充（TOKISATO PLAYER）
機材協力：萩原健一

お問い合わせ
甲南女子大学メディア表現学科コモンルーム
tel. 078-413-5398

■展覧会テキスト

にわあやのの《for the light surface》シリーズを見ていると，いつも不思議な気分になる．それは，ディスプレイに表示されている映像が跳ねているような感じを受けるからだ．確かに，にわが描くかわいらしいケーキはディスプレイ上で跳ねているし，抽象的なパターンもよく動いている．しかし，それだけであれば，それはアニメーションの気持ちよさでしかない．

にわの作品はそれらの図像を構成する光が跳ねている感じがする．それは，作品の構成に由来するものだろう．《for the light surface》は映像を表示するディスプレイの上に，水玉などのパターンを描いたアクリル板が重ねられている．さらに，ディスプレイとアクリル板に対して，プロジェクターの光が投影され，ディスプレイの光とプロジェクターの光とが絵の具によるパターンをサンドしている．パターンはディスプレイの光を遮りつつ，プロジェクターの光に照らされる．光とモノとの重なり合いのなかで，光に挟まれたパターンは常に光を遮るものでありながら，映像を貫く穴のように見えるときがある．ディスプレイとプロジェクターから放たれるふたつの光は，にわが描いたパターンの上で出会う．光と光とが重なり合い，映像に穴をつくり，ディスプレイの光がパターンを超えると同時に，プロジェクターの光がディスプレイに吸い込まれ，光が合成される表面が生まれるのである．その瞬間，にわが描くアニメーションは光自体のダンスに変わる．

■作家プロフィール

にわあやの
1992年，愛知県生まれ．
2017年，情報科学芸術大学院大学［IAMAS］ 修了．
独自の質感を追求した実験的アニメーションを制作する．普段はかわいそうなケーキやこびない女の子などを好んで描く．
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